Searching for Kindness

思いやりを探して

(p.2)

　ある日、学校を出たウマルは、授業の中で先生が言ったことをずっと考えていました。先生は、思いやりについてのお話をしてくれました。先生は、思いやりは皆が持っていて、思いやりがこの世界を美しいものにしている、と言いました。また、思いやりが皆を幸せにするのだ、とも。

　「でも、思いやりっていったい何だろう？」ウマルは考えました・・・。 

(p.4)

　ウマルは周りのたくさんの村小屋を見渡しました。それらの村小屋は家族のためのおうちでした。村小屋は家族を寒さや、雨、危険などから守っていました。村小屋は皆を幸せにしていました。

　「じゃあ、おうちが思いやりなのかな？でも、皆がおうちを持っているわけじゃないな。」と、ホームレスの男が村を歩いていくのを見てウマルは思いました。「おうちは、思いやりじゃない・・・。」

(p.6)

　「食べ物も思いやりじゃないな。だってみんなが食べ物を持っているわけじゃないし、すべての食べ物がみんなを幸せにするわけじゃない・・・。『みんなが持っているもの』って一体なんだろう？」

　「みんな、服を持っている。思いやりって服のことかな？」ウマルは考えました。「服はみんなを暖かく、しあわせにしてくれる。でも、どうやって服が世界を美しくしてくれるの？きれいじゃない服だってあるのに。汚い服を着ている人だっている・・・。服も思いやりじゃないな・・・。」

(p.8)

　「お金は人を幸せにする。」一人の男が給料を手にして笑いながら歩いていくのを見て、ウマルは考えました。キラキラと輝くお金は確かに生活をいいものにしてくれる・・・。でも、お金がない人だっている・・・。「お金も思いやりじゃないな・・・。」

(p.11)　

「思いやりって何だろう？」ウマルは何度も何度も考えました。おうちでもない、食べ物でもない、服でもない、お金でもない。

　「じゃあ、思いやりっていったい何？どんな格好をしているんだろう？」ウマルにはわかりませんでした。

(p.12)

　でも、ウマルは知りたいと思いました。人々を幸せにするという、思いやりを自分も持ちたいと思いました。人生を彩り、よいものにするという、思いやりを。どこで見つけられるのでしょうか？どこにあるのでしょうか？

　ウマルは家の外に座り、自分の知っているあらゆる場所、あらゆる物に考えをめぐらせました。もしかしたら、しっかり見ていなかったのかもしれない。どこかで思いやりとその美しさを見逃していたかもしれない。

(p.14)

　「なんで外に座っているんだい、ウマル？」おばあちゃんの声が響きました。「もしかしたら、おばあちゃんが知っているかも！」

　「探しているものがあるんだよ、おばあちゃん。でも、見つけられないんだ。手伝ってくれる？」ウマルはおばあちゃんに聞きました。

(p.16)

　「いいわよ、ぼうや、何を探しているんだい？」

　「思いやりを探しているんだよ、おばあちゃん。僕の先生が、みんなが思いやりを持っていて、みんなの人生をいいものにしているって言ったんだよ。思いやりがみんなを幸せにしているんだって。だけど、おばあちゃん、どこにも思いやりを見つけることができないんだよ！」

　ウマルのおばあちゃんは笑いました。

(p.19)

　「私のぼうや、思いやりは私達の心の中にあるのよ。そして、いいことをすると外に現れるの。笑顔と幸福で人生を彩るのよ。それが思いやりよ、私のかわいいぼうや。心の大事な役割のひとつよ。」おばあちゃんはウマルに言いました。

(p.20)　

「じゃあ、思いやりは僕の心の中にあるの？いつもここにあったのかな、おばあちゃん？」

　「そうよ、ウマル。だけど、思いやりにはちゃんとお返ししてあげないと、思いやりは逃げていってしまうわよ。」

　「どうやってお返しするの？」ウマルは聞きました。

　「思いやりにお返しするには、ほかの人に思いやりをあげないといけないんだよ。」

(p.22)

　「じゃあ、もし僕が、美しくて幸せな人生がほしい、って思ったら、ほかの人に思いやりを見せなきゃいけないんだね？でも、どうやって？」

　「いいことをするのよ。皆を喜ばせ、笑顔にするようなことをね。」

　「おばあちゃん、よかった、僕、それならできるよ！」ウマルは興奮して言いました。「僕、みんなによくして、みんなを喜ばせることができるよ。みんなの顔を笑顔にすることができるよ！」

(p.24)

　「それじゃあ、おまえは思いやり名人になって、美しい人生を送ることができるよ。」ウマルのおばあちゃんはそう言ってウマルを抱きしめました。

　思いやり名人、美しい人生、幸福な人生。ウマルにとって、それ以上に望むことが何があるでしょうか。ウマルはとてもうれしく思いました。そして、ウマルは、思いやりを見せ、広めることができるこの世界を与えられたアッラーに感謝したのでした。

